
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
福島県　南相馬市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

398.58 148.07 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 59,018

－

- 89.39 83.45 3,382 40,418 104.43 387.03 【】

全体総括

　当市水道事業全体の経営は、収益性については概ね
良好と捉えている。しかし、指標に表れていないが、
小高簡易水道事業は震災と原発事故以降、給水収益が
激減し、営業損失の長期化を余儀なくされている。Ｈ
28年度に避難指示区域の大部分が解除され、給水収益
は年々上昇傾向にあるものの、帰還者数の伸びは依然
不透明であり、将来の水需要の動向も予測が難しい。
　全体的な給水収益の増収は復興需要と捉えられ、一
時的なものとみている。そのため、人口減少の加速化
に伴う収益の減少傾向と、老朽施設等の更新需要を賄
えるだけの莫大な財源確保が喫緊の課題である。今後
は経営戦略やアセットマネジメント計画に基づき、中
長期財政収支を見通した中で計画的に施設等を更新
し、維持管理の効率化を一段と進めるとともに、災害
に強いまちづくりを推進するため、施設等の長寿命
化・耐震化に取り組みながら、安全安心な水道水の供
給に努めていく。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①　継続的に100％を上回る黒字経営が続いている。Ｒ2年
度は簡易水道事業の法適化に伴う費用の増加により前年度
比率を下回ったが、同規模類似団体（以下、類団）及び全
国平均は大きく上回った。
②　累積欠損金は、現時点で発生していない。
③　毎年度100％を大きく超え、支払能力は十分備えてい
る。
④　全国及び類団平均値より企業債残高割合が少なく、減
少傾向にあったが、Ｒ2年度は簡易水道事業の法適化に伴
い増加した。しかし、他団体と比べて債務は軽いと言え
る。
⑤　給水原価の増加により、前年度比7.93ポイント下回っ
たが、全国及び類団平均値は上回った。給水に係る費用は
給水収益で賄っているが、口座振替の推進や滞納対策を一
層強化し回収率アップを目指す。
⑥　簡易水道事業の法適化に伴う費用の増加により、前年
度比10.19ポイント上回った。類団及び全国平均も上回っ
ている。維持管理費の縮減や経常費用の見直し、投資の効
率化を一層進める必要がある。
⑦　全国及び類団平均値を下回っている要因は、原発事故
で避難指示区域に設定された小高簡易水道事業が要因であ
る。Ｈ28年7月に給水区域の大部分が避難指示解除とな
り、利用率は今後徐々に上昇すると予測される。しかし、
給水人口の減少に伴う収益低下の長期化を踏まえ、水需要
予測を反映した適正な施設規模を検討しなければならな
い。
⑧　簡易水道事業の法適化に伴い、前年度から2.96ポイン
ト減少した。特に、避難指示区域が解除された小高簡易水
道事業は、２年度以後も有収率は徐々に上昇すると予測さ
れる。無収水量の主たる要因が漏水であるので、老朽管の
更新や適正な維持管理に努め、漏水防止対策も継続的に取
り組む。

2. 老朽化の状況について

①　全国及び類団平均値を下回ったが、今後比率は徐々
に上昇すると予測されるため、配水管路について布設後
20年を経過した管路のうち、漏水等が多く耐久性が低下
している区間を選定し、更新事業を実施する必要があ
る。
②　全国及び類団平均値を上回り、前年度比でも4.72ポ
イント上回った。今後、法定耐用年数を経過し更新時期
を迎える管路の増加が考えられるため、計画的かつ効率
的な更新に取り組む必要がある。
③　全国及び類団平均値を上回ったが、年度により差が
ある。また、H29年度に原町水道事業、H30年度に小高水
道事業で策定した施設全体の更新計画に基づきながら、
今後計画的に実施していく予定である。
※　管路の耐久性が低下している区間の選定と、限られ
た財源の中で管路の優先度を評価した計画的な方策が課
題となる。2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】


